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第一部【企業情報】 
第１【企業の概況】 
１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。 

 ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 
    ３．第６期第３四半期連結累計期間及び第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。 

   

回次 
第６期 

第３四半期連結 
累計期間 

第６期 
第３四半期連結 
会計期間 

第５期 

会計期間 自平成20年４月１日 
至平成20年12月31日 

自平成20年10月１日 
至平成20年12月31日 

自平成19年４月１日 
至平成20年３月31日 

売上高 (百万円)  279,720  80,993  409,245

経常利益又は経常損失（△） (百万円)                   880  △2,315  6,430

四半期（当期）純利益又は 
純損失（△） 

(百万円)  △4,140  △3,534  389

純資産額 (百万円)  －  20,213  26,345

総資産額 (百万円)  －  219,161  227,894

１株当たり純資産額 (円)   －  △819.05  △685.03

１株当たり四半期（当期）純
利益又は純損失（△）金額 

(円)   △111.61  △95.28  10.49

潜在株式調整後１株当たり四
半期（当期）純利益金額 

(円)   －  －  6.00

自己資本比率 （％）  －    7.6  9.5

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円)  △10,537  －  2,923

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円)  △2,715  －  △2,370

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円)  3,310  －  428

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高 

(百万円)  －  30,917  40,878

従業員数 (人)  －  9,843  9,877
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 当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要
な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

  
  

 当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  
  

(1）連結会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し
ております。 

  
(2）提出会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお
ります。 

  
  

２【事業の内容】 

３【関係会社の状況】 

４【従業員の状況】 

  平成20年12月31日現在

従業員数（人）         9,843  ( ) 1,265

  平成20年12月31日現在

従業員数（人）     740 ( ) 294
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(1) 生産実績 
 当社グループが営んでいる事業の大部分を占める住宅事業では、「生産」を定義することが困難（請負工事及び
不動産売買）であるため、生産実績は記載しておりません。 

  
(2) 受注状況 
 当第３四半期連結会計期間における住宅事業の受注状況は、次のとおりであります。 

 （注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  
(3) 販売実績 
 当第３四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。 

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
    ２．当社グループでは、建築請負事業の特性として、建物の完成引渡が第２四半期と第４四半期に偏ることか

ら、第３四半期連結会計期間の販売実績が低くなるといった季節的変動要因があります。  

  

第２【事業の状況】 
１【生産、受注及び販売の状況】 

  受注高（百万円） 受注残高（百万円） 

住宅事業  80,485  142,076

  金額（百万円） 

住宅事業  80,993

２【経営上の重要な契約等】 
 該当事項はありません。 

   

1722/2009年-4-



(1) 業績の状況 
 当第３四半期連結会計期間のわが国経済は、米国に端を発した金融危機が海外経済にも波及し、国内民間需要や
企業の収益に悪影響を及ぼしており、雇用情勢・設備投資は大幅に減少しております。 
  住宅業界におきましては、昨年度の新設住宅着工戸数の大幅減による反動増はあるものの、地価下落による分譲
価格の先安感や景気の先行き不安感拡大による住宅購入意欲の冷え込みにより新築着工は低水準に留まり、依然と
して厳しい状況で推移いたしました。 
  このような事業環境のなか、当社グループは創立40周年を記念して発売した“新・企画住宅”「SMART STYLE 
O40」に続き、SMART STYLEブランドでは、都市近郊の敷地への対応力を強化した「SMART STYLE O Mタイプ」、キ
ッズファミリー・別荘需要をターゲットとした小屋裏２階建タイプ「SMART STYLE O Kタイプ」、50～60代のアク
ティブシニア層をメインターゲットとした平屋住宅「SMART STYLE『A』」、日本の伝統美を継承し上質で美しいプ
レミアムデザインを実現した「SMART STYLE『G』」を発売し、幅広い購買層への訴求に努めました。またGENIUSブ
ランドでは、昨年秋に伝統的な日本の住文化を生かした“街の微気候”「GENIUS Viki air」を、鉄骨系ハイブリ
ッド住宅では、新技術「スリットジョイント工法」の導入で、省部材化が実現し環境負荷を低減した「HYBRID 
ADEAR」を、賃貸住宅では介護にも柔軟に対応できる平屋タイプの戸建貸家「Belle Lead Cassiya with 
Motherth」を発売いたしました。その他にリフォーム商品では「木造住宅 まるごとホームイング」とマンション
用「マンション まるごとホームイング」の２タイプを発売いたしました。 
  平成20年度「グッドデザイン賞」におきましては、「SMART STYLE『A』」と賃貸併用収入型住宅「Belle Lead 
HOME plus」の２商品が選定され、19年連続、通算37商品・62住宅部品・２施設が受賞したことになります。いず
れの受賞も社会のニーズをいち早く捉え、明確かつ適切なコンセプトにより商品企画・開発した姿勢が高く評価さ
れたものと考えております。 
 当第３四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高は受注環境が厳しいなか、売上棟数が前年を若干上回
ることができ、単価上昇などもあって809億93百万円となりました。 
 利益面につきましては、資材価格の高騰を原価低減で吸収し、一般管理費等の削減などに努めたことで、経常損
失は23億15百万円と前年同期の損失を改善しました。また、四半期純損失につきましては、固定資産の減損損失や
投資有価証券評価損などの計上もあり、最終的には35億34百万円となりました。 
  
(2) 資産、負債及び純資産の状況 
 当第３四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ87億32百万円減少し、2,191億
61百万円となり、負債につきましては、前連結会計年度末に比べ26億円減少し、1,989億48百万円となりました。
これは、建築請負事業の季節変動特性により、資産については、たな卸資産の増加を上回る現金及び売掛債権等
の減少、負債については、営業債務の一時的な減少が主な原因であります。純資産につきましては、四半期純損
失を計上したこと等による利益剰余金の減少等により、前連結会計年度末に比べ61億32百万円減少し、202億13百
万円となりました。 
  
(3) キャッシュ・フローの状況 
 当第３四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動に
より161億89百万円の減少、投資活動及び財務活動により97億93百万円の増加となり、当第３四半期連結会計期間
末残高は309億17百万円となりました。 
 当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
  営業活動による資金の支出は、161億89百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純損失の計上、た
な卸資産の増加による支出等によるものであります。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
  投資活動による資金の支出は、６億89百万円となりました。これは主に固定資産の取得による支出等によるもの
であります。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
 財務活動による資金の収入は、104億82百万円となりました。これは主に短期及び長期借入金の増加による収入
があったこと等によるものであります。 

  
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 
 当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。   

  
(5) 研究開発活動 
 当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、８億31百万円であります。 
 なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

  

３【財政状態及び経営成績の分析】 
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(1）主要な設備の状況 
 当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  
(2）設備の新設、除却等の計画 
 当第３四半期連結会計期間において、重要な設備の新設、除却等についての重要な変更及び新たに確定した計画
はありません。 

   

第３【設備の状況】 
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第４【提出会社の状況】 
１【株式等の状況】 
（１）【株式の総数等】 
①【株式の総数】 

  
②【発行済株式】 

 （注）１．完全議決権株式であります。なお、単元株式数は100株であります。 
２．Ｂ種優先株式の内容は次のとおりであります。なお、単元株式数は100株であります。 

  

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  142,160,000

Ｂ種優先株式  4,500,000

Ｃ種優先株式  3,340,000

計  150,000,000

種類 
第３四半期会計期間末現在発行
数（株） 

（平成20年12月31日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成21年２月10日） 

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容 

普通株式  38,738,914      38,738,914

東京証券取引所 
大阪証券取引所 
名古屋証券取引所 
各市場第一部 

（注）１ 

第三回Ｂ種優先株式      333,328      333,328 － 
（注）２ 

  

第四回Ｂ種優先株式      4,166,600      4,166,600 － （注）２ 

第一回Ｃ種優先株式      3,333,333      3,333,333 － （注）３ 

計      46,572,175      46,572,175 － － 

    第三回Ｂ種優先株式 第四回Ｂ種優先株式 

優先期末配当 計算方法  Ｂ種優先期末配当は、発行価額（6,000円）に、それぞれの事業年度ごとに下記の
年率を乗じて算出した額とする。円位未満小数第４位まで算出し、その小数第４位
を四捨五入する。計算の結果が600円を超える場合は、600円とする。 

  配当年率 配当年率＝日本円ＴＩＢＯＲ（１年物）＋2.375％ 

     ％位未満小数第４位まで算出し、その小数第４位を四捨五入する。 

     「年率修正日」は毎年４月１日とする。 
 「日本円ＴＩＢＯＲ（１年物）」は、各年率修正日（当日が銀行休業日の場合は
前営業日）（以下「優先期末配当決定基準日」という。）の午前11時における日本
円１年物トーキョー・インター・バンク・オファード・レートとして全国銀行協会
によって公表される数値を指すものとし、優先期末配当決定基準日に日本円１年物
トーキョー・インター・バンク・オファード・レートが公表されない場合、同日
（当日がロンドンにおける銀行休業日の場合は前営業日）ロンドン時間午前11時に
スクリーン・ページに表示されるロンドン銀行間市場出し手レート（ユーロ円ＬＩ
ＢＯＲ１年物（360日ベース））として英国銀行協会によって公表される数値又はこ
れに準ずるものと認められるものを用いる。 

  上限 １株につき 円 600

  累積条項 非累積型 

  参加条項 非参加型 
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    第三回Ｂ種優先株式 第四回Ｂ種優先株式 

優先中間配当  各事業年度において該当する上記Ｂ種優先期末配当の２分の１の金額とする。 

期末配当・中間配当以外   Ｂ種優先期末配当のうち、その配当にかかる基準日が属する事業年度の初日（同
日を含む。）からその配当の基準日（同日を含む。）までの期間に相当する金額と
して月割計算（ただし、１か月未満の期間については年365日又は年360日の日割計
算）により算出される額の金銭（以下「Ｂ種優先配当（期末配当・中間配当以
外）」という。）を支払う。ただし、既にその事業年度においてＢ種優先中間配当
又はその事業年度に属する日を基準日とするＢ種優先配当（期末配当・中間配当以
外）を支払ったときは、それらの累積額を控除した額とする。 

残余財産の分配 １．残余財産の分配を行う場合は、Ｂ種優先株主又はＢ種登録株式質権者に対し、
普通株主及び普通登録株式質権者に先立ち、Ｂ種優先株式１株につき6,000円を支
払う。 

  ２．上記１のほか、Ｂ種優先株主又はＢ種登録株式質権者に対する残余財産の分配
は行わない。 

買受け又は消却  当社は、いつでもＢ種優先株式を買受け、又は利益をもって消却することができ
る。 

償還請求権   １．Ｂ種優先株主は、当社の前事業年度の末日における分配可能額が200億円を超え
る場合、その分配可能額に２分の１を乗じた額から、その前事業年度にかかる定
時株主総会において剰余金から配当し、又は支払うものと定めた額を控除した額
を限度として、当社に対して、その保有するＢ種優先株式の全部又は一部の取得
と引換えに金銭の交付を請求することができる。 

    ２．上記１の金銭の交付を請求することができる期間は、Ｂ種優先株式の発行日か
ら４年間を経過した日以降、毎年７月１日から７月20日までとする。 

    ３．上記１、２に従った金銭の交付の請求があった場合、当社は、その年の８月31
日（その日が日本における銀行の休日に当たるときは、その前営業日。）を金銭
の交付日として、法令の定めに従い、Ｂ種優先株主に対して、Ｂ種優先株式の全
部又は一部の取得と引換えに金銭を交付する。なお、上記１の限度額を超えてＢ
種優先株主からの金銭の交付の請求があったときは、当社が取得するＢ種優先株
式の順序は、上記２の請求可能期間の経過後において実施する抽選その他の方法
により決定する。 

    ４．上記３のＢ種優先株式１株を取得するのと引換えに当社がＢ種優先株主に交付
する金銭の額は、Ｂ種優先株式１株につき6,000円に、そのＢ種優先株式のＢ種優
先期末配当の額を取得日の属する事業年度の初日（同日を含む。）から取得日
（同日を含む。）までの日数で日割計算した額（円位未満小数第１位まで算出
し、その小数第１位を四捨五入する。）を加算した額とする。 
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    第三回Ｂ種優先株式 第四回Ｂ種優先株式 

普通株式への
転換請求権 

転換請求期間 平成32年７月１日～平成47年６月30日 平成35年７月１日～平成50年６月30日 

転換により発
行すべき普通
株式数 

 Ｂ種優先株式の転換により発行すべき普通株式数は、Ｂ種優先株主が転換請求の
ために提出したＢ種優先株式の発行価額総額を転換価額で除した数とし、１株未満
の端数が生じたときは、これを切り捨てる。 
 なお、各回号の優先株式の株式分割又は株式併合が実施された場合の各回号の発
行価額は、調整後発行価額（調整前の発行価額に、株式分割又は株式併合前の各回
号の優先株式の総数を乗じ、株式分割又は株式併合後の各回号の優先株式の総数で
除して算出される価額とする。ただし、除算は最後に行い１円未満の端数は切り上
げる。）とする。 

  当初転換価額  円 
 なお、平成17年５月27日付で普通株式の併合が行われたことにより、同日より、
普通株式への転換請求権における当初転換価額は、1,530円となりました。また、平
成17年６月23日開催の取締役会において、第三回Ｂ種優先株式及び第四回Ｂ種優先
株式の転換価額を、それぞれ次のとおり（適用日は平成17年６月25日以降）変更す
る旨決議いたしました。 

 転換価額： 円 銭／上限転換価額： 円 銭／下限転換価額： 円 銭 

153

1,300 40 2,600 80 650 20

  転換価額の修
正 

 転換価額は、下記の各転換価額修正日に先立つ45取引日目に始まる30取引日の株
式会社東京証券取引所における当社の普通株式の普通取引の毎日の終値（気配表示
を含む。）の平均値（終値のない日数を除く。）に修正される（修正後転換価額は
円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。なお、上記の時
価算定期間の初日から転換価額修正日の前日までの日に、下記「転換価額の調整」
で定める転換価額の調整事由が生じた場合には、その平均値は、下記「転換価額の
調整」に準じて取締役会が適当と判断する値に調整される。）。ただし、上記計算
の結果、修正後転換価額が当初転換価額の50％（以下「下限転換価額」という。た
だし、下限転換価額は、下記「転換価額の調整」により転換価額が調整された場合
は調整後転換価額を調整前転換価額で除した比率（以下「調整比率」という。）に
応じて調整される。下限転換価額は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第
２位を四捨五入する。）を下回る場合には下限転換価額をもって、また修正後転換
価額が当初転換価額の200％（以下「上限転換価額」という。ただし、上限転換価額
は、下記「転換価額の調整」により転換価額が調整された場合は調整比率に応じて
調整される。上限転換価額は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を
四捨五入する。）を上回る場合には上限転換価額をもって修正後転換価額とする。 

  転換価額修正
日 

平成33年７月１日～平成47年６月30日の
毎年７月１日 

平成36年７月１日～平成50年６月30日の
毎年７月１日 

  転換価額の調
整 

Ａ. 当社は、Ｂ種優先株式発行後、本号Ｂ.に掲げる各事由により、当社の普通株式
数に変更を生じる場合又は変更を生じる可能性がある場合は、次に定める算式
（以下「転換価額調整式」という。）をもって転換価額を調整する。 

    
    

既発行普通株式数＋ 

新発行・処分 
普通株式数 

× 
１株当たりの 
発行・処分 
価額 

調整後転換価額＝調整前転換価額× 
時価 

既発行普通株式数＋新発行・処分普通株式数 
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    第三回Ｂ種優先株式 第四回Ｂ種優先株式 

普通株式への 
転換請求権 

転換価額の調
整 

Ｂ. 転換価額調整式によりＢ種優先株式の転換価額の調整を行う場合及びその調整
後の転換価額の適用時期については、次に定めるところによる。 

    (イ)本号Ｄ.(ロ)に定める時価を下回る発行価額又は処分価額をもって普通株式
を新たに発行又は当社の有する当社の普通株式を処分する場合。 

      調整後の転換価額は、払込期日の翌日以降、また、募集のための株主割当日
がある場合はその日の翌日以降、これを適用する。 

    (ロ)株式分割により普通株式を発行する場合。 
 調整後の転換価額は、株式分割のための株主割当日の翌日以降これを適用す
る。ただし、分配可能額から資本に組み入れられることを条件にその部分をも
って株式分割により普通株式を発行する旨取締役会で決議する場合で、その分 
配可能額の資本組入れの決議をする株主総会の終結の日以前の日を株式分割の 
ための株主割当日とする場合には、調整後の転換価額は、その分配可能額の資 
本組入れの決議をした株主総会の終結の日の翌日以降、これを適用する。 
 なお、上記ただし書の場合において、株式分割のための株主割当日の翌日か
らその分配可能額の資本組入れの決議をした株主総会の終結の日までに転換を 
なした者に対しては、次の算出方法により、当社の普通株式を新たに発行す
る。 

    
  

株式数 
  
＝
〔調整前転換価額－調整後転換価額〕 × 調整前転換価額をもって転換によりその

期間内に発行された株式数 

調  整  後  転  換  価  額 

     この場合に、１株未満の端数を生じたときはこれを切り捨て、現金による調
整は行わない。 

    (ハ)本号Ｄ.(ロ)に定める時価を下回る価額をもって当社の普通株式に転換され
る証券もしくは転換できる証券又は新株予約権の行使によって発行される普通
株式１株当たりの発行価額が時価を下回ることとなる新株予約権もしくは新株
予約権付社債を発行する場合。 

      調整後の転換価額は、発行される証券又は新株予約権もしくは新株予約権付
社債の全てが当初の転換価額で転換され又は当初の行使価額で行使されたもの
とみなして転換価額調整式を準用して算出するものとし、払込期日（新株予約 
権が無償にて発行される場合は発行日）の翌日以降これを適用する。ただし、
その証券の募集のための株主割当日がある場合は、その日の翌日以降これを適 
用する。 

    Ｃ．転換価額調整式により算出された調整後の転換価額と調整前の転換価額との差
額が１円未満にとどまる限りは、転換価額の調整はこれを行わない。ただし、こ
の差額相当額は、その後転換価額の調整を必要とする事由が発生した場合に算出
される調整後の転換価額にその都度算入する。 

    Ｄ.(イ)転換価額調整式の計算については、円位未満小数第２位まで算出し、その小
数第２位を四捨五入する。 

    (ロ)転換価額調整式で使用する時価は、調整後の転換価額を適用する日（ただ
し、本号Ｂ.(ロ)ただし書の場合は株主割当日）に先立つ45取引日目に始まる
30取引日の株式会社東京証券取引所における当社の普通株式の普通取引の毎日
の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日数を除く。）とする。こ
の場合、平均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を
四捨五入する。 

    (ハ)転換価額調整式で使用する既発行普通株式数は、株主割当日がある場合はそ
の日、また株主割当日がない場合は、調整後の転換価額を適用する日の１か月 
前の日における当社の発行済普通株式数から、その日における当社の有する当 
社普通株式数を控除した数とする。 

1722/2009年-10-



  

    第三回Ｂ種優先株式 第四回Ｂ種優先株式 

普通株式への
転換請求権 

転換価額の調
整 

Ｅ. 当社は、本号Ｂ.の転換価額の調整を必要とする場合以外にも、次に掲げる場合
には、取締役会が適当と判断する転換価額の調整を行うものとする。 

    (イ)株式の併合、資本の減少、会社法第762条に定められた新設分割、会社法第
757条に定められた吸収分割、又は合併のために転換価額の調整を必要とする
とき。 

    (ロ)その他当社普通株式数の変更又は変更の可能性が生じる事由の発生により転
換価額の調整を必要とするとき。 

    (ハ)転換価額を調整すべき事由が２つ以上相接して発生し、一方の事由に基づく
調整後の転換価額の算出に当たり使用すべき時価につき、他方の事由による影 
響を考慮する必要があるとき。 

普通株式への強制転換 １．当社は、Ｂ種優先株主又はＢ種登録株式質権者の意思にかかわらず、取得請求
期間中に転換請求の対象とされなかったＢ種優先株式について、同期間の末日の
翌日以降の日で取締役会の決議にて定める日（以下「強制転換日」という。）に
おいて、これを取得することができる。 

  ２．当社は、Ｂ種優先株主又はＢ種登録株式質権者に対し、取得の対価として、Ｂ
種優先株式１株につき、そのＢ種優先株式１株の発行価額を強制転換日に先立つ
45取引日目に始まる30取引日の株式会社東京証券取引所における当社の普通株式
の普通取引の毎日の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日数を除
く。）で除して得られる数の普通株式を交付する。ただし、その平均値の計算
は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する方法による
ものとし、かかる計算により得られる金額が500円を下回るときは、500円とす
る。 

  ３．上記２の普通株式数の算出に当たり１株に満たない端数が生じたときは、会社
法に定める株式併合の場合に準じてこれを取扱う。 

    ４．Ｂ種優先株式の株式分割又は株式併合が実施された場合のその強制転換時の発
行価額は、調整後発行価額（調整前の発行価額に、株式分割又は株式併合前のＢ
種優先株式の総数を乗じ、株式分割又は株式併合後のＢ種優先株式の総数で除し
て算出される価額とする。ただし、除算は最後に行い１円未満の端数は切り上げ
る。）とする。 

期中転換又は強制転換があった
場合の取扱い 

 Ｂ種優先株式の転換により発行された普通株式に対する最初の期末配当又は中間
配当については、転換の請求又は強制転換が４月１日から９月30日までになされた
ときは４月１日に、10月１日から翌年の３月31日までになされたときは10月１日
に、それぞれ転換があったものとみなしてこれを支払う。 

議決権   １．Ｂ種優先株主は、株主総会において議決権を有しない。 

    ２．上記１にかかわらず、Ｂ種優先株主は、平成19年４月１日以降、当社の前事業
年度の末日における分配可能額が200億円を超える場合において、Ｂ種優先株主に
対してＢ種優先期末配当全額を支払う旨の議案が前事業年度にかかる定時株主総
会に提出されない場合は、その定時株主総会から、その議案がその定時株主総会
に提出されたにもかかわらず否決された場合は、その定時株主総会の終結の時か
ら、Ｂ種優先株主に対してＢ種優先期末配当全額を支払う旨の決議がなされる時
まで議決権を有する。 

新株予約権等    当社は、Ｂ種優先株主に対しては、募集株式、募集新株予約権及び募集新株予約
権付社債の割当てを受ける権利を与えない。 
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３．Ｃ種優先株式の内容は次のとおりであります。なお、単元株式数は100株であります。 

  

    第一回Ｃ種優先株式 

優先期末配当 計算方法  Ｃ種優先期末配当は、平成20年３月31日に終了する事業年度まで無配とする。 
 平成20年４月１日に開始する事業年度以降のＣ種優先期末配当は、発行価額
（6,000円）に、それぞれの事業年度ごとに下記の年率を乗じて算出した額とする。
円位未満小数第４位まで算出し、その小数第４位を四捨五入する。計算の結果が600
円を超える場合は、600円とする。 

  配当年率 配当年率＝日本円ＴＩＢＯＲ（１年物）＋1.500％ 

     ％位未満小数第４位まで算出し、その小数第４位を四捨五入する。 

    

 「年率修正日」は平成21年４月１日及びそれ以降の毎年４月１日とする。 
 「日本円ＴＩＢＯＲ（１年物）」は、平成20年４月１日又は各年率修正日（これ
らの日が銀行休業日の場合は前営業日）（以下「優先期末配当決定基準日」とい
う。）の午前11時における日本円１年物トーキョー・インター・バンク・オファー
ド・レートとして全国銀行協会によって公表される数値を指すものとし、優先期末
配当決定基準日に日本円１年物トーキョー・インター・バンク・オファード・レー
トが公表されない場合、同日（当日がロンドンにおける銀行休業日の場合は前営業
日）ロンドン時間午前11時にスクリーン・ページに表示されるロンドン銀行間市場
出し手レート（ユーロ円ＬＩＢＯＲ１年物（360日ベース））として英国銀行協会に
よって公表される数値又はこれに準ずるものと認められるものを用いる。 

  上限 １株につき 円 600

  累積条項 非累積型 

  参加条項 非参加型 

優先中間配当  各事業年度において該当する上記Ｃ種優先期末配当の２分の１の金額とする。 

期末配当・中間配当以外   Ｃ種優先期末配当のうち、その配当にかかる基準日が属する事業年度の初日（同
日を含む。）からその配当の基準日（同日を含む。）までの期間に相当する金額と
して月割計算（ただし、１か月未満の期間については年365日又は年360日の日割計
算）により算出される額の金銭（以下「Ｃ種優先配当（期末配当・中間配当以
外）」という。）を支払う。ただし、既にその事業年度において、Ｃ種優先中間配
当又はその事業年度に属する日を基準日とするＣ種優先配当（期末配当・中間配当
以外）を支払ったときは、それらの累積額を控除した額とする。 

残余財産の分配 １．残余財産の分配を行う場合は、Ｃ種優先株主又はＣ種登録株式質権者に対し、
普通株主及び普通登録株式質権者に先立ち、Ｃ種優先株式１株につき6,000円を支
払う。  

  ２．Ｃ種優先株式の株式分割又は株式併合が実施された場合には、残余財産の分配
に当たりＣ種優先株式１株につき支払うべき金額は、6,000円に、株式分割又は株
式併合前のＣ種優先株式の総数を乗じ、株式分割又は株式併合後のＣ種優先株式
の総数で除して算出される金額とする。ただし、除算は最後に行い１円未満の端
数は切り上げる。  

  ３．上記のほか、Ｃ種優先株主又はＣ種登録株式質権者に対する残余財産の分配は
行わない。 

買受け又は消却  当社は、いつでもＣ種優先株式を買受け、又は利益をもって消却することができ
る。 
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    第一回Ｃ種優先株式 

強制取得   １．当社は、Ｃ種優先株主又はＣ種登録株式質権者の意思にかかわらず、発行に際
して取締役会の決議で定めた期間（以下「取得請求期間」という。）の開始日の
前日まで、取締役会が別に定める日をもって、会社法第461条に定める限度額を限
度として、Ｃ種優先株式を取得することができる。なお、Ｃ種優先株式の一部の
みを取得するときは、抽選その他の方法により取得するＣ種優先株式を決定す
る。 

    ２．上記１の場合においては、当社は、Ｃ種優先株主又はＣ種登録株式質権者に対
し、取得の対価として、Ｃ種優先株式１株につき、そのＣ種優先株式１株の発行
価額に、取得日の属する事業年度におけるＣ種優先期末配当の額を取得日の属す
る事業年度の初日（同日を含む。）から取得日（同日を含む。）までの日数で日
割計算した額（円位未満小数第３位まで算出し、その小数第３位を四捨五入す
る。）を加算した額を支払うものとする。 

    ３．Ｃ種優先株式の株式分割又は株式併合が実施された場合の発行価額は、調整後
発行価額（調整前の発行価額に、株式分割又は株式併合前のＣ種優先株式の総数
を乗じ、株式分割又は株式併合後のＣ種優先株式の総数で除して算出される価額
とする。ただし、除算は最後に行い１円未満の端数は切り上げる。）とする。 

普通株式への
転換請求権 

転換請求期間 平成39年７月１日～平成54年６月30日 

転換により発
行すべき普通
株式数 

 Ｃ種優先株式の転換により発行すべき普通株式数は、Ｃ種優先株主が転換請求の
ために提出したＣ種優先株式の発行価額総額を転換価額で除した数とし、１株未満
の端数が生じたときは、これを切り捨てる。  

  当初転換価額  当初転換価額は、上記の転換請求期間の開始日に先立つ45取引日目に始まる30取
引日の株式会社東京証券取引所における当社の普通株式の普通取引の毎日の終値
（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日数を除く。その計算は円位未満小数
第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。）とする。         

  転換価額の修
正 

 転換価額は、下記の各転換価額修正日に先立つ45取引日目に始まる30取引日の株
式会社東京証券取引所における当社の普通株式の普通取引の毎日の終値（気配表示
を含む。）の平均値（終値のない日数を除く。）に修正される（修正後転換価額は
円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する。なお、上記の時
価算定期間の初日から転換価額修正日の前日までの日に、下記「転換価額の調整」
で定める転換価額の調整事由が生じた場合には、その平均値は、下記「転換価額の
調整」に準じて取締役会が適当と判断する値に調整される。）。ただし、上記計算
の結果、修正後転換価額が当初転換価額の50％（以下「下限転換価額」という。た
だし、下限転換価額は、下記「転換価額の調整」により転換価額が調整された場合
は調整後転換価額を調整前転換価額で除した比率（以下「調整比率」という。）に
応じて調整される。下限転換価額は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第
２位を四捨五入する。）を下回る場合には下限転換価額をもって、修正後転換価額
とする。 

普通株式への 
転換請求権 

転換価額修正
日 

平成40年７月１日～平成54年６月30日の毎年７月１日 

転換価額の調
整 

Ａ. 当社は、Ｃ種優先株式発行後、本号Ｂ.に掲げる各事由により、当社の普通株式
数に変更を生じる場合又は変更を生じる可能性がある場合は、次に定める算式
（以下「転換価額調整式」という。）をもって転換価額を調整する。 

    
    

既発行普通株式数＋ 

新発行・処分
普通株式数 

× 
1株当たりの
発行・処分価

額 

調整後転換価額＝調整前転換価額× 
時価 

既発行普通株式数＋新発行・処分普通株式数 
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    第一回Ｃ種優先株式 

普通株式への 
転換請求権 

転換価額の調
整 

Ｂ. 転換価額調整式によりＣ種優先株式の転換価額の調整を行う場合及びその調整
後の転換価額の適用時期については、次に定めるところによる。 

    (イ)本号Ｄ.(ロ)に定める時価を下回る発行価額又は処分価額をもって普通株式
を新たに発行又は当社の有する当社の普通株式を処分する場合。 

     調整後の転換価額は、払込期日の翌日以降、また、募集のための株主割当日
がある場合はその日の翌日以降、これを適用する。 

    (ロ)株式分割により普通株式を発行する場合。 
 調整後の転換価額は、株式分割のための株主割当日の翌日以降これを適用す
る。ただし、分配可能額から資本に組み入れられることを条件にその部分をも
って株式分割により普通株式を発行する旨取締役会で決議する場合で、その分
配可能額の資本組入れの決議をする株主総会の終結の日以前の日を株式分割の
ための株主割当日とする場合には、調整後の転換価額は、その分配可能額の資
本組入れの決議をした株主総会の終結の日の翌日以降、これを適用する。 

     なお、上記ただし書の場合において、株式分割のための株主割当日の翌日か
らその分配可能額の資本組入れの決議をした株主総会の終結の日までに転換を
なした者に対しては、次の算出方法により、当社の普通株式を新たに発行す
る。 

    
  

株式数 
  
＝
〔調整前転換価額－調整後転換価額〕 ×

調整前転換価額をもって転換によりその
期間内に発行された株式数 

調  整  後  転  換  価  額 

     この場合に、１株未満の端数を生じたときはこれを切り捨て、現金による調
整は行わない。 

    (ハ)本号Ｄ.(ロ)に定める時価を下回る価額をもって当社の普通株式に転換され
る証券もしくは転換できる証券又は新株予約権の行使によって発行される普通
株式１株当たりの発行価額が時価を下回ることとなる新株予約権もしくは新株
予約権付社債を発行する場合。 

     調整後の転換価額は、発行される証券又は新株予約権もしくは新株予約権付
社債の全てが当初の転換価額で転換され又は当初の行使価額で行使されたもの
とみなして転換価額調整式を準用して算出するものとし、払込期日（新株予約
権が無償にて発行される場合は発行日）の翌日以降これを適用する。ただし、
その証券の募集のための株主割当日がある場合は、その日の翌日以降これを適
用する。 

    Ｃ．転換価額調整式により算出された調整後の転換価額と調整前の転換価額との差
額が１円未満にとどまる限りは、転換価額の調整はこれを行わない。ただし、こ
の差額相当額は、その後転換価額の調整を必要とする事由が発生した場合に算出
される調整後の転換価額にその都度算入する。 

    Ｄ.(イ)転換価額調整式の計算については、円位未満小数第２位まで算出し、その小
数第２位を四捨五入する。 

    (ロ)転換価額調整式で使用する時価は、調整後の転換価額を適用する日（ただ
し、本号Ｂ.(ロ)ただし書の場合は株主割当日）に先立つ45取引日目に始まる
30取引日の株式会社東京証券取引所における当社の普通株式の普通取引の毎日
の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日数を除く。）とする。こ
の場合、平均値の計算は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を
四捨五入する。 

    (ハ)転換価額調整式で使用する既発行普通株式数は、株主割当日がある場合はそ
の日、また株主割当日がない場合は、調整後の転換価額を適用する日の１か月
前の日における当社の発行済普通株式数から、その日における当社の有する当
社普通株式数を控除した数とする。 
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なお、当該株式3,333千株は現物出資（借入金19,999百万円）によるものであります。 

  

    第一回Ｃ種優先株式 

普通株式への 
転換請求権 

転換価額の調
整 

Ｅ. 当社は、本号Ｂ.の転換価額の調整を必要とする場合以外にも、次に掲げる場合
には、取締役会が適当と判断する転換価額の調整を行うものとする。 

    (イ)株式の併合、資本の減少、会社法第762条に定められた新設分割、会社法第
757条に定められた吸収分割、又は合併のために転換価額の調整を必要とする
とき。 

    (ロ)その他当社普通株式数の変更又は変更の可能性が生じる事由の発生により転
換価額の調整を必要とするとき。 

    (ハ)転換価額を調整すべき事由が２つ以上相接して発生し、一方の事由に基づく
調整後の転換価額の算出に当たり使用すべき時価につき、他方の事由による影
響を考慮する必要があるとき。 

普通株式への強制転換 １．当社は、Ｃ種優先株主又はＣ種登録株式質権者の意思にかかわらず、取得請求
期間中に請求の対象とされなかったＣ種優先株式について、同期間の末日の翌日
以降の日で取締役会の決議にて定める日（以下「強制転換日」という。）におい
て、これを取得することができる。 

  ２．当社は、Ｃ種優先株主又はＣ種登録株式質権者に対し、取得の対価として、Ｃ
種優先株式１株につき、そのＣ種優先株式１株の発行価額を強制転換日に先立つ
45取引日目に始まる30取引日の株式会社東京証券取引所における当社の普通株式
の普通取引の毎日の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日数を除
く。）で除して得られる数の普通株式を交付する。ただし、その平均値の計算
は、円位未満小数第２位まで算出し、その小数第２位を四捨五入する方法による
ものとし、かかる計算により得られる金額が500円を下回るときは、500円とす
る。  

    ３．上記２の普通株式数の算出に当たり１株に満たない端数が生じたときは、会社
法に定める株式併合の場合に準じてこれを取扱う。 

    ４．Ｃ種優先株式の株式分割又は株式併合が実施された場合のその強制転換時の発
行価額は、調整後発行価額（調整前の発行価額に、株式分割又は株式併合前のＣ
種優先株式の総数を乗じ、株式分割又は株式併合後のＣ種優先株式の総数で除し
て算出される価額とする。ただし、除算は最後に行い１円未満の端数は切り上げ
る。）とする。 

期中転換又は強制転換があった
場合の取扱い 

 Ｃ種優先株式の転換により発行された普通株式に対する最初の期末配当又は中間
配当については、転換の請求又は強制転換が４月１日から９月30日までになされた
ときは４月１日に、10月１日から翌年の３月31日までになされたときは10月１日
に、それぞれ転換があったものとみなしてこれを支払う。 

議決権    Ｃ種優先株主は、株主総会において議決権を有しない。 

新株予約権等    当社は、Ｃ種優先株主に対しては、募集株式、募集新株予約権及び募集新株予約
権付社債の割当てを受ける権利を与えない。 

優先順位    Ｂ種優先株式及びＣ種優先株式にかかる配当及び残余財産の分配の支払順位は、
同順位とする。 
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

（２）【新株予約権等の状況】 

（３）【ライツプランの内容】 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

年月日 
発行済株式総
数増減数 
（千株） 

発行済株式総数残高 
（千株） 

資本金増減額 
（百万円） 

資本金残高 
（百万円） 

資本準備
金増減額 
（百万円） 

資本準備
金残高 
（百万円） 

平成20年10月１日～
平成20年12月31日  －

普通株式     
第三回Ｂ種優先株式 

 
第四回Ｂ種優先株式 

 
第一回Ｃ種優先株式 

 

38,738

333

4,166

3,333

 －  23,412  －  5,479

（５）【大株主の状況】 
 当第３四半期会計期間において、野村證券株式会社及びその共同保有者であるNOMURA INTERNATIONAL PLC、野村プリン
シパル・ファイナンス株式会社及び野村アセットマネジメント株式会社から、平成20年10月14日付の大量保有報告書（変
更報告書）の写しの送付があり、平成20年10月６日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けてお
りますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。  

   

  
  
  

    

氏名又は名称 住所 保有株券等の数 
（株） 

株券等保有割合
（％） 

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目９番１号  97,957  0.21

NOMURA INTERNATIONAL PLC 
Nomura House 1,St.Martin's-le Grand 
London EC1A 4NP,England 

 187,345  0.40

野村プリンシパル・ファイナ
ンス株式会社 

東京都千代田区大手町２丁目２番２号  5,593,000  12.00

野村アセットマネジメント株
式会社 

東京都中央区日本橋一丁目１２番１号  192,800  0.41

計 －  6,071,102  13.03
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（６）【議決権の状況】 
 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載
することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。 

  
①【発行済株式】 

（注）１．優先株式の内容は、「１．株式等の状況」の「(1）株式の総数等」の「② 発行済株式」の注記に記載され
ております。 

   ２．「完全議決権株式（その他）」の株式数には、証券保管振替機構名義の株式が3,400株（議決権の数34個）含
まれております。 
  
②【自己株式等】 

（注）１．株主名簿上は当社名義となっているものの、実質的に当社が所有していない株式が100株あります。なお、当
該株式は「① 発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄に含めております。 

   ２．「発行済株式総数に対する所有株式数の割合（％）」の計算には、優先株式7,833,261株は含まれておりませ
ん。 

  

  平成20年12月31日現在 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 
 Ｂ種優先株式   4,499,900  
 Ｃ種優先株式    3,333,300    

－ （注）１ 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 
普通株式 
（自己保有株式）     85,300   
（相互保有株式）  1,563,500  

－ ・単元株式数は100株 

完全議決権株式（その他） 普通株式          36,782,300      367,823
・単元株式数は100株 

 （注）２  

単元未満株式 
 優先株式                 61   
 普通株式             307,814 

－ － 

発行済株式総数      46,572,175 － － 

総株主の議決権 －      367,823 － 

  平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％） 
（注）２ 

（自己株式） 
 （注）１ 

東京都新宿区西新宿二丁
目４番１号 

     85,300 －       85,300      0.22

（相互保有株式） 
㈱アイ・エル・エス 

東京都新宿区西新宿二丁
目４番１号 

     826,000 －       826,000      2.13

ミサワキャピタル㈱ 
東京都新宿区西新宿二丁
目４番１号 

     734,900 －       734,900      1.89

栃木ミサワホーム㈱ 
栃木県宇都宮市一条二丁
目７番24号 

     2,600      －      2,600      0.00

計 －      1,648,800 －       1,648,800      4.25
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(1) 普通株式 
【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注）東京証券取引所市場第一部における最高・最低株価を記載しております。 

  
(2) Ｂ種優先株式 
 当株式は、金融商品取引所に上場されておりません。 

  
(3) Ｃ種優先株式 
  当株式は、金融商品取引所に上場されておりません。 

  

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

  

２【株価の推移】 

月別 平成20年 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 

最高（円）  673  767  706      565      525      538  407  299  269

最低（円）  426  604  519      484      460      372  193  208  211

３【役員の状況】 

1722/2009年-18-



１．四半期連結財務諸表の作成方法について 
 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府
令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 
 なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式
及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第
５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から
平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半
期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

  

第５【経理の状況】 
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 31,263 41,371 
受取手形及び売掛金 6,391 10,349 
分譲土地建物 68,555 65,521 
未成工事支出金 23,046 18,722 
商品及び製品 2,953 2,951 
仕掛品 329 301 
原材料及び貯蔵品 2,117 2,484 
繰延税金資産 5,418 5,815 
その他 8,884 6,980 
貸倒引当金 △335 △608 

流動資産合計 148,626 153,889 
固定資産   
有形固定資産   
建物及び構築物（純額） ※1  15,241 ※1  15,054 

土地 26,111 26,236 
その他（純額） ※1  5,762 ※1  6,546 

有形固定資産合計 47,115 47,837 
無形固定資産 5,286 5,457 
投資その他の資産   
投資有価証券 3,049 3,851 
繰延税金資産 8,675 10,375 
その他 10,769 10,263 
貸倒引当金 △4,361 △3,780 

投資その他の資産合計 18,133 20,709 

固定資産合計 70,535 74,004 

資産合計 219,161 227,894 
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   
流動負債   
支払手形及び買掛金 42,874 54,784 
短期借入金 47,687 60,957 
1年内償還予定の社債 － 500 
未払法人税等 405 569 
賞与引当金 2,802 5,366 
完成工事補償引当金 2,322 2,403 
未成工事受入金 41,707 31,838 
預り金 5,577 12,989 
その他 9,821 10,872 
流動負債合計 153,198 180,281 

固定負債   
社債 200 200 
長期借入金 29,404 5,157 
退職給付引当金 5,121 5,161 
役員退職慰労引当金 1,035 1,000 
その他 9,988 9,747 
固定負債合計 45,750 21,266 

負債合計 198,948 201,548 
純資産の部   
株主資本   
資本金 23,412 23,412 
資本剰余金 5,479 5,479 
利益剰余金 △10,465 △6,325 
自己株式 △4,238 △4,234 

株主資本合計 14,188 18,333 
評価・換算差額等   
その他有価証券評価差額金 166 840 
土地再評価差額金 2,253 2,253 
為替換算調整勘定 12 157 
評価・換算差額等合計 2,432 3,251 

少数株主持分 3,592 4,760 
純資産合計 20,213 26,345 

負債純資産合計 219,161 227,894 
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 279,720 
売上原価 215,817 
売上総利益 63,902 
販売費及び一般管理費  
広告宣伝費 8,200 
販売促進費 4,200 
完成工事補償引当金繰入額 1,500 
給料及び手当 29,786 
賞与引当金繰入額 1,818 
減価償却費 2,381 
その他の販売費 3,705 
その他の一般管理費 10,034 
販売費及び一般管理費合計 61,627 

営業利益 2,275 
営業外収益  
受取利息 42 
受取手数料 212 
その他 663 
営業外収益合計 918 

営業外費用  
支払利息 1,401 
退職給付費用 313 
その他 598 
営業外費用合計 2,313 

経常利益 880 
特別利益  
持分変動利益 105 
訴訟損失引当金戻入額 40 
投資有価証券売却益 33 
貸倒引当金戻入額 30 
その他 36 
特別利益合計 245 

特別損失  
たな卸資産評価損 2,535 
減損損失 485 
固定資産処分損 172 
投資有価証券評価損 196 
その他 519 
特別損失合計 3,909 

税金等調整前四半期純損失（△） △2,784 

法人税、住民税及び事業税 372 
法人税等調整額 2,023 
法人税等合計 2,396 

少数株主損失（△） △1,040 

四半期純損失（△） △4,140 
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【第３四半期連結会計期間】 
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 ※  80,993 

売上原価 62,990 
売上総利益 18,003 
販売費及び一般管理費  
広告宣伝費 2,807 
販売促進費 1,286 
完成工事補償引当金繰入額 507 
給料及び手当 8,602 
賞与引当金繰入額 1,818 
減価償却費 805 
その他の販売費 1,218 
その他の一般管理費 3,008 
販売費及び一般管理費合計 20,053 

営業損失（△） △2,049 

営業外収益  
受取利息 9 
受取手数料 70 
その他 240 
営業外収益合計 320 

営業外費用  
支払利息 444 
退職給付費用 104 
その他 37 
営業外費用合計 586 

経常損失（△） △2,315 

特別利益  
持分変動利益 105 
貸倒引当金戻入額 2 
投資有価証券売却益 0 
その他 17 
特別利益合計 125 

特別損失  
減損損失 371 
固定資産処分損 60 
投資有価証券評価損 130 
その他 460 
特別損失合計 1,023 

税金等調整前四半期純損失（△） △3,212 

法人税、住民税及び事業税 85 
法人税等調整額 780 
法人税等合計 866 

少数株主損失（△） △545 

四半期純損失（△） △3,534 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  
税金等調整前四半期純損失（△） △2,784 
減価償却費及びその他の償却費 3,698 
のれん償却額 47 
貸倒引当金の増減額（△は減少） 308 
その他の引当金の増減額（△は減少） △2,633 
受取利息及び受取配当金 △77 
支払利息 1,401 
投資有価証券売却損益（△は益） △32 
減損損失 485 
固定資産除売却損益（△は益） 146 
売上債権の増減額（△は増加） 3,910 
たな卸資産の増減額（△は増加） △7,070 
仕入債務の増減額（△は減少） △11,894 
未成工事受入金の増減額（△は減少） 9,869 
その他 △3,962 

小計 △8,588 

利息及び配当金の受取額 109 
利息の支払額 △1,522 
法人税等の支払額 △536 

営業活動によるキャッシュ・フロー △10,537 

投資活動によるキャッシュ・フロー  
定期預金の預入による支出 △235 
定期預金の払戻による収入 382 
有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,705 
有形及び無形固定資産の売却による収入 217 
投資有価証券の取得による支出 △506 
投資有価証券の売却による収入 30 
その他 102 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,715 

財務活動によるキャッシュ・フロー  
短期借入金の純増減額（△は減少） △9,724 
長期借入れによる収入 29,354 
長期借入金の返済による支出 △8,999 
社債の償還による支出 △500 
少数株主への配当金の支払額 △15 
自己株式の取得による支出 △4 
工事請負代金流動化による純支出(△) △6,799 

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,310 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △18 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,961 

現金及び現金同等物の期首残高 40,878 
現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  30,917 
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

１．連結の範囲に関する事項
の変更 

(1)連結子会社の数        45社 
(2)連結範囲の変更  
 （増加） 
 第３四半期連結会計期間 
  ・会社設立によるもの     １社  
   ミサワホーム多摩㈱ 
 第２四半期連結会計期間 
 ・株式取得によるもの     １社 
  ㈱ミサワセラミックホーム鹿児島 
 （減少） 
 第３四半期連結会計期間 
  ・連結会社間の合併によるもの １社  
   ㈱ミサワホーム福島 
 第１四半期連結会計期間 
 ・連結会社間の合併によるもの ３社 
  ミサワホームサービス東北㈱ 
  ミサワホームイング北日本㈱ 
  三重ミサワ建設㈱  

２．会計処理基準に関する事
項の変更 

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更
たな卸資産 
 通常の販売目的で保有するたな卸資産に
ついては、従来、主として総平均法または
個別法による原価法によっておりました
が、第１四半期連結会計期間より「棚卸資
産の評価に関する会計基準」（企業会計基
準第９号 平成18年７月５日）が適用され
たことに伴い、主として総平均法または個
別法による原価法（貸借対照表価額につい
ては収益性の低下に基づく簿価切下げの方
法）により算定しております。 
 これにより、当第３四半期連結累計期間
の営業利益及び経常利益が41百万円減少
し、税金等調整前四半期純損失が2,576百
万円増加しております。 

【簡便な会計処理】 

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

１．固定資産の減価償却費の
算定方法 

 定率法を採用している資産については、
連結会計年度に係る減価償却費の額を期間
按分して算定する方法によっております。 

２．繰延税金資産及び繰延税
金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関し
ては、前連結会計年度末以降に経営環境
等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい
変化がないと認められる場合は、前連結会
計年度において使用した将来の業績予測や
タックス・プランニングを利用する方法に
よっております。 
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【追加情報】 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

 （有形固定資産の耐用年数の変更） 
 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正を契機に機
械及び装置の耐用年数について見直しを行い、第１四半期
連結会計期間から改正後の法人税法に規定する耐用年数に
変更しております。 
 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び
経常利益が119百万円減少し、税金等調整前四半期純損失
が119百万円増加しております。 

【注記事項】 
（四半期連結貸借対照表関係） 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

※１．有形固定資産の減価償却累計額 ※１．有形固定資産の減価償却累計額 
建物及び構築物 19,434百万円 
その他 17,744百万円 
 計 37,179百万円 

建物及び構築物 18,787百万円 
その他 17,037百万円 
 計 35,824百万円 

 ２．保証債務 
「ミサワホーム」購入者等のためのつなぎ融資等
に対する保証債務              百万円 38,265

 ２．保証債務 
「ミサワホーム」購入者等のためのつなぎ融資等
に対する保証債務           百万円 50,488

（四半期連結損益計算書関係） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

───── 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

※  当社グループでは、建築請負事業の特性として、建
物の完成引渡が第２四半期と第４四半期に偏ることか
ら、第３四半期連結会計期間の売上高の割合が低くな
るといった季節変動要因があります。 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸
借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年12月31日現在） 
現金及び預金勘定 31,263百万円 

預入期間が３か月を超える定期預金 △345百万円 

現金及び現金同等物 30,917百万円 
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当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至
平成20年12月31日） 
１．発行済株式の種類及び総数 

  
２．自己株式の種類及び株式数 

 普通株式           千株 
  
３．新株予約権等に関する事項 
 該当事項はありません。 

  
４．配当に関する事項 
 該当事項はありません。 

  
５．株主資本の金額の著しい変動 
 該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期
間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）  
 住宅事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占め

る割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期
間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）  

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期
間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）  

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

  当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）  
  該当事項はありません。 

  

 当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）  
  該当事項はありません。 

  

（株主資本等関係） 

普通株式 千株38,738
第三回Ｂ種優先株式 千株333
第四回Ｂ種優先株式 千株4,166
第一回Ｃ種優先株式 千株3,333
計 千株46,572

1,648

（セグメント情報） 
【事業の種類別セグメント情報】 

【所在地別セグメント情報】 

【海外売上高】 

（有価証券関係） 

（デリバティブ取引関係） 

（ストック・オプション等関係） 
当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 
該当事項はありません。 
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当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 
該当事項はありません。 

  

１．１株当たり純資産額 

  
２．１株当たり四半期純損失金額 

 （注） １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（企業結合等関係） 

（１株当たり情報） 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成20年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 △819.05円 １株当たり純資産額 △685.03円

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

１株当たり四半期純損失金額 111.61円 １株当たり四半期純損失金額 95.28円

  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失
であるため記載しておりません。 

  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失
であるため記載しておりません。 

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

四半期純損失（百万円）  4,140  3,534

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純損失（百万円）  4,140  3,534

期中平均株式数（千株）  37,095  37,091

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも
のの概要 

Ｃ種優先株式の転換予約権 

（ 千株）。 
なお、概要は「第４提出会社の
状況、１．株式等の状況、(1)
株式の総数等、②発行済株式
(注)３．Ｃ種優先株式の内容」
に記載のとおりであります。 

27,886

Ｃ種優先株式の転換予約権 

（ 千株）。 
なお、概要は「第４提出会社の
状況、１．株式等の状況、(1)
株式の総数等、②発行済株式
(注)３．Ｃ種優先株式の内容」
に記載のとおりであります。 

27,886
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当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 
       該当事項はありません。 

  

(1）決算日後の状況 

 該当事項はありません。 

(2）訴訟 

 当社は、三澤株式会社（東京都新宿区西新宿8-5-3）より、過去に同社が当社に対して立替えた出捐負担金が有
り、それを清算していないとして、平成18年７月７日東京地方裁判所に、立替金請求訴訟（訴訟物の価額15億49百
万円）を提起されております。平成20年10月29日には原告より請求額を109億10百万円とする請求拡張の申立があ
りましたが、当社としては法的根拠を全く欠く不当請求であると考えており、その旨を裁判手続きにおいて主張し
ております。 

  

（重要な後発事象） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

 （株式交換によるミサワホーム九州株式会社の完全子会社化について） 
 当社と当社の連結子会社であるミサワホーム九州株式会社（以下、「ミサワ九州」といいます。）は、平成21年１月
29日開催の各社の取締役会において、平成21年３月23日を効力発生日とし、当社を完全親会社、ミサワ九州を完全子会
社とする株式交換（以下、「本株式交換」といいます。）を行うことを決議し、同日付で株式交換契約を締結いたしま
した。 
１．株式交換の目的  
 九州地区の経営資源を効果的かつ効率的に活用し、意思決定の迅速化と機動性を高め、当社グループの中期経営計
画の骨子である「事業ポートフォリオの多様化」及び「事業構造の再構築」を具体化することを目的としておりま
す。 
２．対象会社の概要 
（１）商号：ミサワホーム九州株式会社 
（２）事業内容：工業化住宅の施工・販売  
３．株式交換の方法 
 平成21年１月29日に締結した株式交換契約書に基づき、平成21年３月23日を本株式交換の効力発生日として、 ミ
サワ九州の株主（当社を除く）が保有するミサワ九州の株式を当社に移転させ、当社がミサワ九州の株主（当社を除
く）に対して金銭を交付いたします。これにより、当社はミサワ九州の完全親会社となります。なお、当社は簡易株
式交換（会社法第796条第３項）、ミサワ九州は略式株式交換（会社法第784条第１項）の規定により、それぞれ株主
総会の承認を得ないで本株式交換手続きを行います。 
（１）株式交換の日程 
   平成21年１月29日   株式交換決議取締役会（両社） 
   平成21年１月29日   株式交換契約締結（両社） 
   平成21年３月23日   株式交換効力発生日 
   平成21年５月下旬   金銭交付予定日 
（２）株式交換に係る割当ての内容 
 ミサワ九州の普通株式１株につき金68円の割合をもって金銭を交付いたします。ただし、当社が保有するミサワ
九州の普通株式については金銭の交付を行いません。 

（３）株式交換に係る割当の内容の算定根拠 
 本株式交換の対価算定の公正性を期すために、当社は三菱ＵＦＪ証券株式会社に、ミサワ九州は株式会社ＫＰＭ
Ｇ ＦＡＳに株式評価を依頼しました。 
 なお、本株式交換において、ミサワ九州の株主に当社株式を割当てず、金銭の交付とした理由につきましては少
数株主との取引であること、当社株式は金融商品取引所に上場しており、一方ミサワ九州株式は上場していない状
況などを総合的に勘案し、最終的に両社協議のうえ決定しました。    

（リース取引関係） 

２【その他】 
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 該当事項はありません。 

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

                                         平成21年２月10日 

ミサワホーム株式会社 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

  指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士 佐藤 元宏  印 

  指定有限責任社員 
業務執行社員   公認会計士 林  達郎  印 

  指定有限責任社員 
業務執行社員   公認会計士 佐藤 秀明  印 

  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているミサワホーム

株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日

から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立

場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

  当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に

準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ミサワホーム株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の

財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連

結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が、すべての重要な点において認め

られなかった。 

  

追記情報 

  四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期連結会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。 

  

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半
期報告書提出会社）が別途保管しております。 

    ２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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